
平成勾 ii; 2 月 6 日

特 定 非 営 利 活 罰 法 人 在 宅 糀 労 支授享莱 団

璽［ 氏 名 ：1 位 李t1糸l名 江4 TI3/ 4- ッl pk
［ 住 所 〗 老l苓 令与 生、
（ 梵 話器引 ・ 自 宅 096 -

賣 以下 の 内 容1 こ 荻 当 オー る と こ ろ にo を 付 け て 下 さ い ．

① 責方 は在 宅炊 労 文憬 事虹 団 を 何で お 知 り に な り ま し た か ？

~ II. ) 求人細i (b) 紐 ⑮ チ 賢 忍d) 知 人 よ り 柘介

② 責方 の在 宅 椛 労 を 希望 さ れて いる 珂 由 は ？ ．

， 携 帯I) 切 ー ク ／ パ—2 砂7
( i) 行政撹閲 (F) そ の 他

( 1.) 陳 吝 を 拘 っ て い る 、 ま た は 家族 に 瞭 寄 村 が い る 為

(c) 心身陳 宮 の 子 供 が い る 為 、 外 で 掲 く こ と が 困 難

(8) 自 宅で 介讀 が 必要 な為 、 外 で 拗 く 事 が 困 熊

® 長 方 は在宅 で の お 仕布 の経粒 は あ り ま ナか: ?'
( 1.) 右 る ⑭ 無 い

④ 責方 の1 ヶ 月 の 杓 望 収 入ほ ど の く ら い です か ？

． • 月 収9--]」こ伍互謳
⑤ 仕事 を 始 め ら れた 摂 合、1 日 何 閥 間 怠度 の 作 業 が 行 え ま す か ？

( i) 2 玲 間未滸(b) 2 畔～ 償間(n) 4 詩 間 ～6 叩濱》8咄～3 曲

(b) 生汚 保 門 を 受粘 し て い る 為

(d) 小 さ い子 供 が い て 煎 用 し て 頂Itな い

(0 会社祖l産 （ リ ス ト ラ ） で仕事 を失 っ た為

足 印 ‘品 恥‘ 、

⑥ 素方 は現在 、 、 他 の 仕本を し て い ま す か ？

( a.) は い ⑮ ぃ い え

⑦ 惹 品 の襟入 薗出l士長方 ご 自 身 で し て 頂 き ま ナ が 東 間 は お 博 ち で-tが ？

( ..) 所有 （mt ： ＿） ⑤ 熊 し

® 責方 の こ＇ 自 宅 に 小 さ な お 子様Iiい ら っ し ゃ い ま す か ？

( 8.) は い—一 ◎ぃい え

® 責方 は ご 自 宅 内 でベ ッ ト を 焦 っ て い ま す か ？

( 1.) はい ◎ ぃ い え

⑲ミ炊労 支• 本 蛍 団 で の 希 望加積 は ？

均 陳 Qダ イ レ ク ト メ → ） レ配布 ， チ ラ シ配布

⑪ メ ー ルア ド レ ス はお 杵 ち ですか ？ ’

(a) は い （◎ い い え お 持 ち の 場合 （

ァ虚

〇 経 i乍 団(l ⑰ ~/7 :01J )

/

． 堕

在 宅就 労 支掛 享業 団 記 入 棉

日 付 平成 ?--/

面 荻担 当 者

因 荻 時 間10 時 シ 分 ～ ／0 時 知 分 '


